
授業概要

　管理栄養士の養成においては，実践力を養うために講義・演習によって理論を学び，実習によってさらに知識を深め
るとともに技術面の習得ができるような実習を構成する必要がある。
　そのため，3年次前期に給食の運営，後期には給食経営管理実習，臨床栄養学実習，4年次前期に公衆栄養学実
習の校外臨地実習を実施している。
　しかし，社会でより活躍できる管理栄養士を目指すためには相応の実地体験が必要であり，臨床等の場で管理栄養
士として働きたいと強く望む学生に対し，施設側，大学側の条件が認められる場合に特別の臨地実習を実施する。

関連する科目 履修してきた全科目が関連してきます。

開講キャンパス 宮崎キャンパス

科目コード 306301 配当学年 ４年次

科目名称 [英語名称] 特別臨地実習　[Special Practicum]

単位数 2

開設学科 管理栄養学科

授業形態 演習

学位授与の方針
との関連
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教員氏名 甲斐敬子／村上真珠美／山内美智子／長友多恵子

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修
「社会・環境と健康」「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」「「食べ物と健康」「基礎栄養学」「応用栄養学」「栄養教
育論」「臨床栄養学」「公衆栄養学」「給食経営管理論」などの復習や実習先からの課題等。

授業の到達目標
臨地実習で学んだことをより深く学ぶことや他領域の実習を行うために的確な目標をもって特別臨地実習に臨む。
管理栄養士国家試験合格に向けた気概と心構えをもち、就職後活かせるものとします。

　医療・介護老人保健施設における臨地実習マニュアル[臨床栄養学]　第3版　寺本房子・渡邉早苗ほか  建帛社テキスト

実習ノートや実習先からの情報等。
課題に対する
フィードバック

実習先からの評価等。評価方法

適宜紹介する。

参考書

備考

授業計画

■実習は，1人又は小グループで行う。

■実習期間は施設側と大学の双方で話し合って決定するが，原則2週間以上とする。

■実習内容は，施設側管理栄養士の補助的業務を中心として現場での実地体験を習得する。
　
■特別臨地実習を実施するためには，次の要件を満たす必要がある。
　①3年次の臨地実習で，臨床栄養学を3単位修得していること。
　②4年次で特別臨地実習を実施するため，確実に管理栄養士国家試験に合格できる成績優秀者を対象とする。
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授業の進め方と方法

それぞれの実習施設でのプログラムに沿って管理栄養士の業務について体験し、見識を深めます。

○
実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング ○
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